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故
郷
を
大

い
に
語
り
合

い
ま
し
ょ
う

△
ム
　

長

　

高
橋
　
俊
裕

皆
様
お
健
や
か
に
お
過
ご
し
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
の
総
会
以
降
、　
一
月
の
四
校
合

同
新
年
会
も
幹
事
の
皆
様
の
ご
尽
力
で

盛
会
裡
に
終
り
ま
し
た
。
参
加
者
が
若

干
減
少
し
ま
し
た
が
、
来
年
は
古
高
が

当
番
で
も
あ
り
、
盛
り
上
る
新
年
会
に

し
よ
う
と
今
か
ら
頭
を
絞

っ
て
い
ま
す
。

去
る
三
月

一
日
は
、
母
校
が
男
女
共

学
に
な

っ
て
初
め
て
の
卒
業
生
を
送
り

出
し
ま
し
た
。
女
子
学
生
の
中
に
は
和
装

の
方
も
多
数
あ
り
、
大
い
に
新
鮮
味
を
感

じ
た
こ
と
で
し
た
。
又
、
氏
名
を
呼
ば
れ

て
大
き
な
声
で
返
事
を
す
る
者
も
半
数

以
上
お
り
、
以
前
の
雰
囲
気
と
は
随
分
変

わ
り
ま
し
た
。
今
年
は
進
学
先

。
進
学
率

に
も
い
ろ
い
ろ
変
化
が
あ

っ
た
よ
う
で
、

校
長
先
生
も
晴
れ
や
か
で
し
た
。
比
較

的
静
か
な
卒
業
式
の
中
に
も
凛
と
し
た

も
の
が
感
じ
と
れ
、
共
学
の
良
い
面
が

出
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。
今
後

の
母
校
の
発
展
を
大

い
に
期
待
し
た
い

も
の
で
す
。
（在
京
同
窓
会
も
女
性
メ
ン

バ
ー
受
入
れ
の
対
応
が
必
要
で
す
。）

他
方
、
外
に
目
を
転
じ
る
と
、
政
治

の
空
白
が
余
り
に
も
ひ
ど
く
、
与
野
党

と
も
に
政
治
家
と
し
て
の
使
命
を
呆
し

て
い
な
い
こ
と
に
愕
然
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
社
会
で
は
、
異
常
な
事
件
が
次
々

と
起
こ
り
、
こ
の
国
が
大
混
乱
を
起
こ

し
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。
戦
後
の

国
造
り
に
携
わ

っ
て
き
た
と
自
負
し
て

い
る
我
々
世
代
に
と

っ
て
は
真
に
や
り

切
れ
ま
せ
ん
。

子
供
塾
を
開
い
て
い
る
友
人
が
調
査

し
た
結
果
で
は
、
小
学
校
六
年
生
の
う

ち
５０
％
以
上
が
、
「人
は
死
ん
だ
ら
再
び

生
き
返
る
」
と
思

っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

ゲ
ー
ム
の
影
響
で
し
ょ
う
が
、
こ
の
人
達

は
大
き
く
な

っ
た
ら
ど
う
な
る
の
で
し

ょ
う
か
。
私
達
に
出
来
る
こ
と
は
な
い
の

で
し
ょ
う
か
。

そ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
る
中
、
久

し
振
り
に
東
北
を
旅
し
て
き
ま
し
た
。

延
べ
二
千
キ
ロ
走
行
の
旅
で
し
た
。
田
園

も
風
景
も
都
市
部
を
中
心
に
随
分
変
わ

り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
こ
の
風
景
、
こ

の
人
の
語
ら
い
、
こ
の
食
べ
物
の
味
、
自

分
の
原
点
み
た
い
な
も
の
が
ま
だ
ま
だ

沢
山
残

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
故
郷
は
い
つ

ま
で
残
る
の
だ
ろ
う
か
気
に
な
り
ま
し

た
。
考
え
て
み
れ
ば
故
郷
を
離
れ
て
五
十

年
。
自
分
の
出
稼
ぎ
人
生
に
終
止
符
を

打
ち
、
次
の
世
代
の
育
つ
故
郷
造
り
に
残

り
の
人
生
を
か
け
て
も
い
い
な
と
思

っ

た
次
第
で
す
。

今
年
の
古
高
同
窓
会
に
は
沢
山
の
方

が
参
加
さ
れ
、
自
分
を
育
て
た
故
郷
を
大

い
に
語
り
合
い
ま
せ
ん
か
。
奮

っ
て
ご
参

加
下
さ
い
。

良

照
夫

在
京
古
高
同
窓
会
の
皆
様
に
は
ご
健

勝
に
て
お
過
ご
し
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

三
月

一
日
の
卒
業
式
に
は
、
会
長
の

高
橋
俊
裕
様
、
幹
事
の
佐
々
木
恭
次
様
、

編
集
長
の
亀
井
明
様
に
ご
出
席
を
頂
き
、

東
京
蛍
雪
賞
の
授
与
と
ご
挨
拶
を
高
橋

会
長
よ
り
頂
き
ま
し
た
。
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

初
め
て
の
女
子
卒
業
生
、
女
子
同
窓

生
が
、
こ
の
三
員
に
誕
生
し
ま
し
た
。

古
高
は
新
し
い
時
代
に
入
り
ま
し
た
。

進
学
先
で
も
、
宮
城
大
看
護
学
部
、
東
京

女
子
大
、
実
践
女
子
大
、
日
本
女
子
体
育

大
、
石
巻
日
赤
高
等
看
護
学
校
な
ど
の
女

子
主
体
の
大
学
等
へ
の
進
学
が
あ
り
ま

し
た
。
二
月
卒
業
生
徒
は
、
大
学
進
学
で
大

い
に
健
闘
し
ま
し
た
。
国
公
立
大
学
に

七
十
二
名
が
現
役
合
格
し
、
過
去
最
高
、

郡
部
拠
点
高
校
の
中
で
最
高
、
仙
台
市

内
の
仙
台
向
山
高
、
仙
台
南
高
、
泉
高
を

抜
い
て
、
仙
台
市
内
の
ト
ッ
プ
高
校
に

続
く
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
三
年

き

か

な

古

高

古
川
高
等
学
校
長山
本

第
１６
Ｅ

旧
古
川
市
内
四
校
関
東
同
窓
会

『
新
年

の
集

い
』
　

　

　

　

で

［
］
【
　
［
　
上 一平
動
に
新
軒 一一
時
（土
）十

一
時

『

公
　
演
　
新
春
コ
ン
サ
ー
ト
　
　
　
　
　
腱

幹
事
校
　
在
京
古
高
同
窓
会
　
　
　
　
　
計

は
、
七
十
名
、
上ハ
十
八
名
、
七
十
二
名
で
、

安
定
し
た
実
績
と
約
二
人
に

一
人
の
現

役
国
公
立
大
合
格
で
す
。
ま
だ
差
の
あ

る
仙
台

一
高
な
ど
の
ト
ッ
プ
高
校
に
迫

る
べ
く
鋭
意
努
力
中
で
す
。

三
月
卒
業
生
徒
の
確
定
進
路
先
を
見

ま
す
と
、
東
京
都
に
は
、
首
都
大
東
京
、

東
京
農
工
大
、
電
気
通
信
大
、
明
治
大
、

青
山
学
院
大
、
工立
教
大
な
ど
に
約
二
十
名

が
進
学
し
、
埼
玉
大
、
筑
波
大
、
防
衛
大
、

高
崎
経
済
大
、
都
留
文
科
大
、
神
奈
川
大

な
ど
の
関
東
圏
に
約
十
五
名
が
進
学
し

ま
し
た
。

五
十
名
弱
の
生
徒
が
関
東
圏
の
大
学

に
進
学
し
て
い
ま
す
。
在
京
同
窓
会
の

案
内
な
ど
の
連
絡
を
し
て
頂
き
、
ま
だ

若
い
未
熟
な
古
高
同
窓
生
を
導

い
て
頂

け
れ
ば
、
誠
に
幸
せ
に
存
じ
ま
す
。

四
月
七
日
の
入
学
式
で
、
男
子
百
二
十

四
名
、
女
子
百
十
六
名
、
計
三
百
四
十
名

が
入
学
し
ま
し
た
。
女
子
の
増
加
傾
向

が
あ
り
ま
す
が
、
応
援
団
に
よ
る
入
学

直
後
か
ら
二
週
間
の
素
足
と
大
声
で
の

応
援
練
習
、
勉
強
と
部
活
動
の
両
立
に

励
ん
で
自
ら
を
鍛
え
る
姿
は
、
昔
と
変

わ
ら
ぬ
伝
統
で
す
。

校
訓
で
あ
る

「質
実
剛
健
」
「学
問
尊

重
」
「自
主
自
律
」
を
意
識
し
つ
つ
、
骨

太
な
生
徒
を
育
成
し
、
発
展
し
続
け
る

古
高
で
あ
り
た
い
と
教
職
員

一
同
努
力

し
て
い
ま
す
。

在
京
同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
母
校
を

暖
か
く
見
守

っ
て
頂
き
ま
す
と
共
に
、

変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
ご
厚
情
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

お知らせします

―在京同窓会 メモー

会計年度は4-3月 、
年会費は 口2,000円
です。
・会の健全運営のため、

振替用紙が同圭1さ れ
た方には、納入をお

願い致します。

次回会報第42号 は

2009年 1月 1日 発行
予定、原稿は常時受付.

―

お
知
ら
せ

ｌｌ

平成20年度 在京古高同窓会定時総会・懇親会
【日  時】平成20年 6月 21日 (土 )
11 :30-15:00

【会  場】メルパルク東京 (右図参照)
【会  費】8,000円
【講  演】戸島  潤氏
(蕪栗ぬまっこくらぶ副理事長・事務局長)

演題 :「ラムサール条約と渡り鳥を

活用した地域振興の可能性」

…

〒1058582東京都港区芝公園2 5 20 TEL03-3433-7211
【交 通 案 内 】 」R・ モノレール「浜松町駅」北回 徒歩 8分緒5営地下鉄三田線「芝公園駅 J A3出口 徒歩 2分瑯 営地下鉄浅草線・大江戸線「大門駅

【講演講師】戸島 潤氏プロフィール

昭和46年東京都渋谷区生まれ。平成9年

東北大学大学院理学専攻卒。同年7月 蕪

栗ぬまっこくらぶ発起人 となり、平成

13年から 副理事長 と事務局長を兼務。

大崎地方合併協議会田尻町住民代表、

田尻地域農業推進協議会委員、田尻高

校評議員などを歴任。平成20年 6月 から

大崎市の教育委員。田尻町在住。

蝙
年
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”
蛍
　
雪
“
第
四
十

一
号
に
寄
せ
て

古
川
高
校
同
窓
会

会
長
　
渡
邊
　
主我
之

こ
こ
大
崎
耕
土
に
も
、
図
南
歌
に
歌

わ
れ
て
お
り
ま
す
花
爛
漫
の
春
が
来
ま

し
た
が
、
在
京
同
窓
生
の
皆
様
方
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご
清
栄
の
こ
と

と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
常
日
頃
か
ら
本
校
同
窓
会
の

振
興

・
発
展
の
為
、
多
大
の
ご
支
援

・

ご
協
力
を
賜

っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
対

し
、
哀
心
よ
り
謝
意
を
申
し
上
げ
ま
す
。

御
陰
様
を
持
ち
ま
し
て
、
母
校
古
川

高
校
は
、
昨
年
創
立
百
十
周
年
を
迎
え
、

十

一
月
二
日
に
さ
さ
や
か
な
が
ら
も
古

高
ら
し
い
記
念
式
典
を
挙
行
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

こ
の
式
典
に
は
、
在
京
同
窓
会
か
ら

高
橋
会
長
さ
ん
、
そ
れ
に
同
窓
生
で
も

あ
る
十
八
回
生
の
佐
々
木
義
昭
県
教
育

長
、
同
じ
く
十
八
回
生
の
柏
葉
浩
明
県

高
校
長
会
会
長

（仙
台
第
二
高
等
学
校

長
）
等
の
ご
臨
席
を
頂
き
、
素
晴
ら
し

い
式
典
に
花
を
添
え
て
頂
き
ま
し
た
。

式
典
後
は
二
十
四
回
生
の
東
北
大
学

医
学
部
教
授

の
伊
藤
貞
嘉
先
生
か
ら

「バ
ン
カ
ラ
で
世
界
を
目
指
せ
」
と
い
う

題
で
記
念
講
演
を
し
て
頂
き
、
在
校
生

徒
並
び
に
多
く
の
参
加
者
に
大
き
な
感

銘
を
与
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
三
月

一
日
の
卒
業
式
で

は
、
東
京
蛍
雪
章
や
仙
台
蛍
雪
章
等
の

授
与
の
後
、
式
が
挙
行
さ
れ
、
古
高
開

校
以
来
、初
の
女
子
の
卒
業
生
を
出
し
、

真
に
男
女
共
学
の
完
成
を
目
の
当
た
り

に
致
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
母
校
も
大
き
な
転
換

期
を
迎
え
ま
し
た
が
、
古
高
の
い
わ
ば

「不
易
」
と
も
言
う
べ
き
伝
統
は
い
さ
さ

か
も
揺
ら
い
で
い
な
い
現
実
に
安
堵
し

た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

母
校
も

一
つ
の
転
換
期
を
迎
え
ま
し

た
が
、
我
が
同
窓
会
も

一
大
転
換
期
に

あ
り
ま
す
。

皆
様
既
に
ご
存
知
の
こ
と
と
思
い
ま

す
が
、
一
昨
年
と
昨
年
の
総
会
を
経
て
、

今
年
度
か
ら
他
の
多
く
の
県
立
高
校
の

同
窓
会
同
様
に
、
同
窓
生
各
位
か
ら
、

年
会
費

含
一〇
〇
〇
円
）
を
納
入
し
て
頂

き
、
そ
れ
で
も

つ
て
会
の
運
営
に
あ
た

り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

会
費
納
入
に
つ
き
ま
し
て
は
、
い
ろ

い
ろ
な
ご
意
見
も
ご
ざ
い
ま
し
よ
う
が
、

在
校
生
に
支
え
ら
れ
る
同
窓
会
か
ら
脱

皮
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解

・
ご
支
援
を
賜
れ
ば
幸
せ
で
す
。

終
わ
り
に
在
京
同
窓
会
が
螢
雪
の
絆

を

一
層
強
め
ら
れ
、
高
橋
会
長
さ
ん
を

中
心
に
益
々
ご
発
展
さ
れ
ま
す
こ
と
を

ご
祈
念
申
し
上
げ
、
発
刊
の
ご
挨
拶
と

致
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
）

近

況

　

報

　

告

事
務
局
長
　
大
山
　
義
男

去
る
四
月
七
日
平
成
二
十
年
度
古
川

高
校
は
、
新
た
に
入
学
生
二
四
〇
名

（内
女
子

一
一
六
名
）
を
迎
え
、
全
校
七

一
〇
名

（内
女
子
三
〇
八
名
）
で
ス
タ
ー

ト
い
た
し
ま
し
た
。
今
年
の
古
高
は
昨

年
に
引
き
続
き

「古
高
エ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
、
品
位
と
誇

り
と
志
あ
る
古
高
生
を
目
指
し
て
頑
張

っ
て
お
り
ま
す
。

昨
年
十

一
月
二
日
に
開
催
し
ま
し
た

創
立

一
一
〇
周
年
記
念
式
典
に
は
、
在

京
同
窓
会
長
高
橋
俊
裕
様
を
始
め
、
各

方
面
か
ら
の
ご
臨
席
、
ご
祝
辞
を
頂
き

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

当
日
の
記
念
講
演
会
講
師
は
東
北
大

学
総
長
特
任
補
佐

（東
北
大
学
大
学
院
医

学
系
研
究
科
教
授
）
の
伊
藤
貞
嘉
先
生

（高
二
十
四
回
）
で
し
た
。
演
題
は

「
バ

ン
カ
ラ
で
世
界
を
目
指
せ
」
と
題
し
、
古

高
時
代
の
思
い
出
や
ア
メ
リ
カ
で
の
研

究
生
活
、
二
〇
〇
七
年
の
ノ
ー
ベ
ル
医

学
生
理
学
賞
受
賞
者
オ
リ
バ
ー

・
ス
ミ

シ
ー
氏
と
の
交
流
、
ま
た
、
専
門
分
野

の
腎
臓
レ
ニ
ン
の
お
話
を
通
し
て
、
校

歌
の
〓
即

習
回
き
を
慕
状

理
想
の
影
と

粧
う
べ
く
」
、
「本
物
」
を
目
指
す
た
め
に

必
要
な
心
構
え
を
力
を
込
め
て
、
教
え

て
頂
き
ま
し
た
。

一
方
、
進
学
面
で
は
、
今
年
の
卒
業

生
は
過
去
最
高
の
成
果
を
上
げ
ま
し
た
。

国
公
立
大
学
合
格
者
は
七
十
二
名
に
達

し
、
難
関
私
大
に
も
多
く
の
合
格
者
を

出
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
地
道
な
勉
学

へ
の
取
り
組

み
の
他
、
課
外
講
習
や
部
活
動
を
通
し

て
の
時
間
の
け
じ
め
、
日
標

へ
の
集
中

力
の
育
成
に
努
め
た
成
果
で
も
あ
り
ま

す
。
（詳
し
く
は
別
紙
参
照
）

ま
た
、
部
活
動
で
も
、
昨
年
度
は
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
部
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

（三
年
連
続
十
四
回
目
）
を
始
め
、
柔
道

部
の
東
北
大
会
出
場
、
陸
上
部
の
県
下

駅
伝
六
位
、
野
球
部
の
秋
季
大
会
北
部

南
地
区
準
優
勝
、
サ
ッ
カ
ー
部
の
新
人

大
会
大
崎
地
区
優
勝
、
吹
奏
楽
部

の
県
大
会
出
場
、
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

全
国
大
会
出
場
、
今
年
に
な

っ
て

か
ら
の
ス
キ
ー
部
ア
ル
ペ
ン
競
技

で
の
東
北
大
会
出
場
、
ク
ロ
ス
カ

ン
ト
リ
ー
で
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

な
ど
の
目
覚
ま
し
い
活
躍
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

さ
て
、
最
新
の
話
題
と
い
た
し

ま
し
て
、
四
月
二
十
五
日
に
第
四

十
九
回
築
高
定
期
戦
＝
写
真
＝
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
昨
年
奪
回
し
た

優
勝
杯
を
守
る
べ
く
、
全
校

一
九

と
な
っ
て
戦
い
ま
し
た
。
生
憎
の

悪
天
候
の
た
め
、
綱
引
き
、
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
競
技
の
中
止
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
バ
レ
ー
男
・女
、
バ
ス

ケ

ッ
ト
部
女
子
は
勝
ち
ま
し
た

が
、
一二
勝
六
敗

一
分
け
と
い
う
結

ヽ
゛
）、
残
念
な
が
ら
優
勝
杯
を
渡

す
結
果
と
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
（通

算
三
三
勝
十
三
敗
三
分
け
）

最
後
に
同
窓
会
運
営
に
関
し
ま
し
て

は
、
今
年
度
は
同
窓
生
の
皆
様
に
会
費

納
入
の
お
願
い
を
申
し
上
げ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

昨
年
度
の
総
会
に
於
い
て
会
費
制
導

入
に
関
し
て
様
々
な
ご
意
見
を
頂
戴

い

た
し
ま
し
た
が
、
母
校
の
活
動
と
同
窓

会
の
運
営
を
支
え
る
た
め
に
は
同
窓
各

位
の
ご
協
力
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
今
後
同
窓
会
の
活
動
内
容
を

お
知
ら
せ
す
る
た
め
に
も
会
報
等
で
お

知
ら
せ
し
て
参
る
所
存
で
す
の
で
、
今

後
と
も
本
部
同
窓
会
活
動
に
ご
理
解
、

ご
支
援
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

籾颯燎鰺鏃鉤褥躙
‐
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二
〇
〇
八
年
三
月

一
日
の
母
校
卒
業

式
に
出
席
し
た
。
新
制
に
な

っ
て
か
ら

六
十
回
目
、
ま
た
古
高
の
百
十
年
を
越

え
る
歴
史
の
中
で
初
め
て
女
子
の
卒
業

生
を
送
り
出
す
と
い
う
記
念
す
べ
き
卒

業
式
で
あ

っ
た
。

私
自
身
母
校
の
卒
業
式
に
出
席
す
る

の
は
自
分
の
卒
業
以
来
の
二
十
八
年
ぶ

り
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

入
場
し
て
ま
ず
感
じ
た
の
は
、
三
分

の

一
を
占
め
る
女
子
の
い
で
た
ち
が
華

や
か
な
こ
と
で
、
今
で
言
え
ば
女
子
大

生
風
、
昔
で
あ
れ
ば
女
学
校
ば
り
の
袴
姿

が
多
か

っ
た
こ
と
。　
一
方
男
子
は
ス
ー

ツ
姿
が
目
立

っ
た
。

卒
業
式
に
先
立
ち
、
皆
勤
賞

含
一十
五

名
）
、
蛍
雪
賞

奮
一十
四
名
）
、
東
京
蛍
雪

賞

含
一名
）、
仙
台
蛍
雪
賞

全
一名
）
の
授

与
が
執
り
行
わ
れ
た
。

記
念
品
等
の
授
与
の
後
、
在
京
の
高

橋
会
長
、
在
仙
の
高
橋
会
長
か
ら
挨
拶

が
あ
り
、
卒
業
生
に
対
す
る
大
き
な
期

待
を
示
さ
れ
た
。

卒
業
証
書
授
与
式
は
、
君
が
代
の
斉

唱
の
後
、
ク
ラ
ス
ご
と
に
男
女
混
合
の

五
十
音
順
に
卒
業
生
氏
名
が
読
み
上
げ

ら
れ
、
ク
ラ
ス
代
表
の
生
徒
が
壇
上
で

校
長
よ
り
卒
業
証
書
を
受
け
取
る
と
い

う
ス
タ
イ
ル
で
あ

っ
た
。

一
時
期
に
流
行

っ
た
ら
し
い
妙
な
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス

（？
）
も
以
前
と
比
べ
る

と
だ
い
ぶ
影
を
潜
め
て
お
り
、
こ
れ
は

共
学
化
の
副
産
物
か
と
も
感
じ
た
。

左
よ
り
佐
々
木
幹
事
、
高
橋
会
長
、
山
中
茂
樹
君
、

相
澤
友
祐
君
、
亀
井
編
集
長

こ
の
度
は
、
東
京
蛍
雪
賞
を
頂
き
ま

し
て
、
大
変
感
激
し
て
お
り
ま
す
。
賞

品
の
時
計
は
、素
敵
な
も
の
で
す
の
で
、

大
切
に
扱
わ
せ
て
頂
き
ま
す
。

私
が
歩
ん
で
き
た
三
年
間
は
、
大
変

困
難
を
極
め
る
も
の
で
し
た
が
、
し

つ

か
り
と
し
た
新
生
古
高
の
基
盤
を
形
成

す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

入
学
当
初
は
、
女
子
の
進
出
に
戸
惑

い
ま
し
た
。
で
す
が
、
古
高
で
学
び
た

い
と
い
う
共
通
の
意
志
を
持

っ
た
仲
間

と
は
、
難
な
く
打
ち
解
け
合
う
事
が
で

き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
二
年

・
三
年
時

は
、
『進
化
す
る
古
高
』
と
い
う
標
語
の

下
、
男
女
共
に
協
力
し
母
校
の
発
展
の

た
め
に
尽
力
し
ま
し
た
。

特
に
力
を
入
れ
た
の
は

『歴
史
と
伝

統
の
継
承
』
で
す
。
完
全
共
学
化
し
た

か
ら
と
言

っ
て
、
男
子
校
の
歴
史
や
伝

統
を
蔑
ろ
に
し
て
も
新
し
い
発
展
な
ど

望
め
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
、
各
々
が

『古
高
生
』
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
古

く
か
ら
の
精
神
を
大
切
に
す
る
心
を
築

く
よ
う
働
き
か
け
ま
し
た
。
そ
れ
が
功

を
奏
し
、
定
期
戦
な
ど
の
諸
行
事
も
先

輩
方
に
負
け
ん
ば
か
り
の
実
力
を
発
揮

し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
卒
業
式
も
男
女
共
々
、
自

ら
の
個
性
を
出
し
た
演
出
で
、
す
ば
ら

し
い
も
の
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

後
輩
諸
君
に
は
、
私
達
の
築
い
た
古
高

を
礎
に
、
更
な
る
進
化
の
力
添
え
を
し

て
頂
き
た
い
も
の
で
す
。

今
回
頂
い
た
賞
は
、
私
に
と

っ
て
大

き
な
励
ま
し
で
す
。
微
力
な
が
ら
も
勤

し
ん
だ
活
動
を
讃
え
て
頂
い
た
か
ら
で

す
。
舞
台
は
大
学
に
変
わ
り
ま
す
が
、

私
は
こ
れ
か
ら
も
日
々
邁
進
し
、
古
高

の
名
を
轟
か
せ
る
よ
う
に
努
力
し
た
い

で
す
。

（東
北
大
学
工
学
部
進
学
）

こ
の
度
、
東
京
蛍
雪
賞
と
い
う
素
晴

ら
し
い
賞
を
頂
き
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

私
が
過
ご
し
た
高
校
三
年
間
は
、
卒

業
と
い
う
形
で
終
わ
り
を
迎
え
ま
し
た
。

三
年
間
は
あ

っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
、
特

に
三
年
生
の
時
は
気
が
付
く
と

一
年
が

終
わ

っ
て
し
ま

っ
た
と
い
う
風
に
感
じ

ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
三
年
生
の
時
に
、
本
格
的
に
応

援
団
長
と
し
て
の
仕
事
が
始
ま
り
ま
し

た
。
何
も
か
も
が
初
め
て
の
事
で
、
不

安
が
い
つ
も
隣
り
に
あ
り
ま
し
た
。
不

安
だ
が
自
分
が
率
先
し
て
行
動
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
が

一
番
私

が
悩
ん
だ
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

私
が
応
援
団
長
と
し
て
学
ん
だ
こ
と

は
こ
の
不
安
に
関
す
る
こ
と
で
す
。
ど

う
せ
不
安
に
な
る
の
な
ら
、
何
か
を
や

っ
て
不
安
に
な

っ
て
や
ろ
う
と
気
持
ち

を
切
り
換
え
る
こ
と
で
す
。
思
い
立

っ

た
ら
何
か
し
ら
の
行
動
を
と
る
と
い
う

こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

こ
れ
は
こ
れ
か
ら
の
人
生
で
自
分
を

強
く
支
え
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
努
力
を
重
ね
、
こ
の
賞
に
恥

じ
な
い
よ
う
に
将
来
の
夢
に
進
ん
で
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
ま
で
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま

し

た

。

（専
修
大
学
文
学
部
進
学
）高橋会長から授与される受賞者

平成 19年 度進路状 況 (現役 のみ )
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第
十
五
回
目
を
迎
え
た
旧
古
川
市
内

四
校
新
年
の
集
い
が
古
川
学
園
高
校
を

幹
事
校
と
し
て
、
例
年
通
り
上
野
精
養

軒
で

一
月
二
十
六
日

（土
）
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

第

一
回

「新
年
の
集

い
」
が
平
成
六

年

一
月
二
十
二
日
開
催
さ
れ
て
か
ら
今

年
で
十
五
年
目
と
い
う
こ
と
で
、
幹
事

校
の
古
川
学
園
が
力
を
入
れ
て
企
画
し

た
こ
と
と
、　
一
月
二
十
六
日

（土
）
と

い
う
運
営
上
好
都
合
な
日
が
と
れ
て
、

例
年
入
学
試
験
と
重
な
り
校
長
先
生
が

出
席
で
き
な
か

っ
た
黎
明
高
校
が
、
三

年
ぶ
り
に
校
長
先
生
の
出
席
を
戴
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
そ
の
反
面
、
伊
藤
市
長
と
伊

藤
衆
議
院
議
員
が
、
仕
事
の
都
合
で
御

出
席
い
た
だ
け
な
か

っ
た
こ
と
が
残
念

で
し
た
。
両
氏
と
も
地
元
大
崎
市
の
顔

み
た
い
な
方
で
あ
り
、
政
治
と
は
別
な

立
場
で
貴
重
な
存
在
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
今
年
の
新
年
の
集
い
は
、
十
五

年
目
と
い
う
節
目
を
迎
え
ま
し
て
幹
事

校
の
古
川
学
園
が
い
ろ
い
ろ
と
趣
向
を

こ
ら
し
て
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

先
ず
沖
縄
琉
球

の
伝
統
舞
踊
＝
写

真
＝
で
す
。
こ
れ
は
古
川
学
園
の
上
遠

野
智
さ
ん
の
夫
人
が
、
カ
ル
チ
ャ
ー
教

室
で
練
習
し
て
い
る
方
々
の
ご
協
力
を

い
た
だ
い
て
実
現
し
た
も
の
で
す
。
沖

縄
の
民
族
文
化
と
い
う
と
、
時
た
ま
テ

レ
ビ
等
で
拝
見
す
る
程
度
で
、
直
接
見

聞
す
る
機
会
は
な
く
、
間
接
的
な
感
覚

で
受
け
留
め
て
来
た
と
思
い
ま
す
が
、

今
回
ま
じ
か
に
見
て
大
き
く
認
識
を
改

め
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
終
り
頃

の
踊
り
の
段
で
は
、
渡
辺
同
窓
会
長
も

汗
だ
く
で
踊
り
の
中
に
お
ら
れ
た
の
も

印
象
的
で
し
た
。

次
に
、
第
二
部
に
お
い
て
は
、
事
前

の
幹
事
会
で
予
算
的
に
若
干
巾
を
も

つ

こ
と
で
了
解
が
あ
り
ま
し
た
が
、
酒
樽

割
を
導
入
し
た
り
、
料
理
も
少
し
多
め

に
準
備
い
た
し
ま
し
た
。
従

っ
て
御
出

席
の
皆
様
に
は
お
気
付
き
の
方
も
お
ら

れ
た
と
思
い
ま
す
が
、
内
容
的
に
は
十

分
御
満
足
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
四
校
新
年
会
は
十
五
回
目
を

終
え
て
、
来
年
は
古
高
が
幹
事
校
と
な

り
ま
す
。
今
年
の
新
年
の
集
い
を
ふ
り

返

っ
て
な
る
と
き
に
、
い
ろ
い
ろ
な
課

題
が
あ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
担
当

校
と
し
て
は
、
で
き
る
だ
け
新
し
い
企

画
を
入
れ
て
前
年
よ
り
評
価
さ
れ
た
い

と

い
う
気
持
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

こ
れ
を
く
り
返
す
こ
と
に
よ

っ
て
、
同

窓
会
と
い
う
枠
を
超
え
て
し
ま
う
こ
と

に
な
ら
な
い
よ
う
に
と
い
う
気
持
も
大

切
で
あ
る
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
担
当

す
る
幹
事
と
い
え
ど
も
、
皆
様
と
何
も

変
ら
な
い
同
窓
会
員
で
あ
り
ま
す
。
応

）

分
の
レ
ベ
ル
を
維
持
し
つ
つ
、
永
続
で

き
る
こ
と
を
念
頭
に
来
年
の
会
を
企
画

し
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
こ
の
会
の
運
営
で
あ
り

ま
す
。
四
校
で
行
な
う
会
で
あ
り
ま
す

か
ら
、
す
べ
て
に
お
い
て
四
倍
の
時
間

と
手
間
が
か
か
り
ま
す
。
特
に
挨
拶
等

の
第

一
部
の
時
間
配
分
で
あ
り
ま
す
。

校
長
、
同
窓
会
長
、
在
京
会
長
、
来
賓

に
つ
い
て
は
、
た
だ
出
席
だ
け
と
い
う

わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

三
分
以
内
と
い
う
こ
と
で
お
願
い
し
て

い
る
の
で
す
が
、
な
か
な
か
う
ま
く
い

か
な
い
と
い
う
今
迄
の
実
績
で
す
。
い

つ
も
事
前
の
役
員
会
の
悩
み
の
種
で
あ

り
ま
す
が
、
は
る
ば
る
古
川
か
ら
上
京

さ
れ
て
席
に
座

っ
た
だ
け
と
い
う
の
も

残
念
で
あ
り
ま
す
。
私
達
と
し
て
は
、

貴
重
な
故
郷
情
報
を
い
た
だ
け
る
場
と

考
え
て
行
け
ば
、
御
納
得
い
た
だ
け
る

で
は
な
い
か
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
そ

し
て
そ
こ
に
集
ま

っ
た
人
々
と
初
顔
合

わ
せ
で
あ

っ
て
も

「あ
ん
だ
古
川
の
ど

こ
っ
し
ゃ
」
と
い
う
会
話
が
で
き
る
こ

と
で
、
こ
の

一
日
が
楽
し
い

一
日
だ

っ

た
と
い
う
こ
と
に
な
る
も
の
と
期
待

い

た
し
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
最
後
に
、
古
川
黎
明
高
校
の

方
々
と
仕
入
れ
を
担
当
さ
れ
て
お
り
ま

す
古
川
学
園
高
校

の
皆
さ
ん
に
よ
る

「ふ
る
さ
と
物
産
展
」
は
年
々
評
判
が
高

ま
り
、
御
出
席
の
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
い

た
だ
い
て
い
る
の
も
こ
の
会
の
発
展
を

支
え
て
い
る

一
つ
で
あ
る
と
感
謝
い
た

し
た
く
存
じ
ま
す
。

例
年
出
席
者
数
で
圧
倒
的
多
数
で
こ

の
会
を
支
え
て
来
た
の
は
古
高
で
す
。

ぜ
ひ
来
年
も
多
数
の
御
出
席
を
い
た
だ

き
た
い
と
願

っ
て
お
り
ま
す
。

（文
責
　
春
田
）
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<第 15回 四校 合 同新 年 会  古 高 出席 者 名 簿 >
〔匹校来賓〕 (敬称略)

伊藤 長市 (東京古川会会長) 熊谷 守広 (伊藤信太郎衆議院議員代理) 河合 尭昭 (大崎市冨」市長 伊藤康志市長代理)
」高来賓〕 (敬称略)

山本 照夫 (学校長新潟県出身)渡 邊 義之 (同窓会長 S34卒 東大崎出身)高 橋 亨 (同窓会副会長 S23卒 古川出身)長井 弘策 (同窓会副会長 S31卒 古川出身)
大山 義男 (同 窓会事務局長 S56卒 岩出山出身) 遊佐 誠一 (関西蛍雪会会長 S42卒 真山出身)
〔会員83名〕 (  )→ 出身地
In19青 沼 ,ま男 喘 腑   昭28カ師姜 源治 1古 ||
昭20安部善次郎 嗜 ‖)    中川 裕雄 1志 円,
144回

'高
橋 FJ典 皓 ‖1    早坂 明久 1小野口|
前田浩五朗 1古 サ,    渡邊 道雄 {鹿島ΠI

(45回 )横山 榮治 1古 ,,  昭29金原 草郎 t占 ||
昭24門脇   健 (東脚奇1      菊地   務 1色 麻|
昭26遠藤  1享 鴨 照l    l■ li‐  郁郎 1「片 ‖|
角田 啓輔 (吉 |1    高橋  逼 1中新田|

昭27氏 家 明朗 1岩出J!'    早坂 清苦 |三本木|
佐藤 清勝 1中 TF日 I  I召 30湘 1原   相 1色 中
中森  高 端畠 1    岩城 光格 1古 I
春  紘 lll`古 |l    lt崎  光彦 1■ 見)

東京、神奈川、埼玉でお仕事をお探しの方、人材をお探しの企業様 !!
人材派遣。人材紹介。人材育成のパルスタツフグループにお任せ下さい。

0ノ ノヾレスタンフ殊ズ会社
厚生労働大臣認可 人材派遣業 (一般13‐300435)

基

表取締

箕
渡 邊 道 雄

S28年 卒 (鹿島台町 )

本社 〒1660002東 京 都 杉 並 区 高 円寺 北 2-4-5
ロー タ リー ビル 6F

TEL 03-5364-5251  FAX 03-3330-7585
東京営業部 (0353645251)神奈川営業部 (0462770791)

E―mail:mi watanabc@palsbk co jp

昭30門脇喜代志 1東大1静  I召 3011塚 正志 1高清水,
門脇 敏明 1東大1静     横山  武

`松

山
'岸  康男 1鳴 子)    和■1 勝義 1日 励

佐々本人三 誌 月■    渡辺 吉郎 (志 田,
佐々木 豊 1古 |,  昭32佐藤 満行 1大 師
佐藤 寿哉 1高 倉,    野田 利美 1東大1奇 ,
佐藤  久 1長 同

'  
昭33大友 正行 1松 山,

曽根  lllF― (西夫1寺,     佐々木光一路 1古 ‖い
高橋  贋 い野日     佐藤  '亨 1古 ||
中|♀ 内伍 1長 岡1    高橋 俊裕 (官 永|
三階堂幸 lll鴨 子1    渡邊 紘也 嘘島市
平li  武 帳 同I  I召 34浅野 直 l・ ll中新日|

昭34宍戸 志智 吸 工) 昭38大曽根 昇 1占 川) HE45佐 々本 質 (日 尻|
村上 金吾 1荒 雄)   佐々木恭次 1古 力1    佐藤  実 (高清水)

‖]35岩崎 光任 嗜 沢,    高橋 思世 (日 尻,    藤井 茂樹 1真 山)
佐々本武磨 瞑 玉)   宮本 信夫 嗜 沢)    茂庭  進 ,三本木,
鈴木 喜昭 (田 尻) 昭39石堂 達夫 帖 サ) 昭46笠間 邦彦 1涌 谷)
我妻  ―美 (占 1)    渋谷 栄男 (荒 谷1    高橋  淳 1鹿島台,

昭36菅野 俊次 (古 ‖1  昭40浅 野 仁也 (中新日1  昭50赤沼  潔 喘出山)
児玉 隆行 1古 ‖1    工藤 邦保

`中

新日,  昭51姉歯 公也 1長 同,
齊藤 武夫 檄 ‐FI    佐藤 美輝 (Ⅲ新冊1    菅原 博之 眈島台)
宍戸 俊  1古 ‖1  昭41菊 地  務 1古 ,,    早坂 時男 1占 1)
中鉢 国Π]||1渡 ,  昭44青沼 文 1召 11ヽ 1,  H召 55亀井  Fll 14、 1=日 ,

昭37中鉢 泰平 |1瀾   昭45内 田 和博 ,西古
“'

焉凸定菫青沼 康男
(昭和 19年卒 )

〒108東京都港区芝4-6-16ラ イオンズ三田805
‐0014    TEL 03-3452-2004

FAX 03-5476-8006
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会
員
に
よ
る

米
大
手
銀
術
糧
勤
務
し
て

私
は
昭
和
３‐
年
、
農
林
省
管
轄
の
土

地
改
良
区
に
就
職
が
内
定
し
て
い
ま
し

た
が
、
チ
エ
ー
ス

・
マ
ン
ハ
ツ
タ
ン
銀

行
東
京
支
店
の
入
社
試
験
を
受
け
合
格

し
ま
し
た
の
で
、
銀
行
に
興
味
を
持
つ

と
同
時
に
不
安
を
感
じ
な
が
ら
も
、
入

行
す
る
決
心
を
致
し
ま
し
た
。

チ
エ
ー
ス

・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
銀
行
の
歴

史
に
つ
い
て
お
話
し
を
し
ま
し
ょ
う
。

同
銀
行
は
１
８
７
７
年
９
月
１６
日
、
石

油
事
業
で
大
成
功
し
て
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク

に
誕
生
し
ま
し
た
。

日
本
に
は
１
９
４
７
年
１２
月
１
日
、

旧
丸
の
内
ビ
ル
の

一
角
で
発
足
、
当
時

は
外
人
従
業
員
５
名
、
日
本
人
従
業
員

は
‐２
名
、
合
計
１７
名
で
し
た
。

１
９
５
５
年
、
水
道
事
業
で
業
績
を

上
げ
た
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
銀
行
と
合
併

し
、
チ
ェ
ー
ス

・
マ
ン
ハ
ツ
タ
ン
銀
行

と
名
称
が
変
わ
り
ま
し
た
が
、
私
は
そ

の
翌
年
の
１
９
５
６
年
に
入
行
し
ま
し

た
。チ
ェ
ー
ス

・
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
銀
行
東

京
支
店
と
大
阪
支
店
は
、
日
本
の
銀
行

法
に
基
づ
い
て
営
業
し
日
　
）銀
行
と

同
じ
で
す
。

続

い
て
軍
用
銀
行
施
設
の
開
設
は
、

軍
人

・
軍
属

・
家
族
が
利
用
す
る
銀
行

と
し
て
軍
事
基
地

・
住
宅
に
設
立
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
立
川

・
横
田

・
横
須

賀

・
府
中

・
ワ
シ
ン
ト
ン
ハ
イ
ツ

・
グ

ラ
ン
ド
ハ
イ
ツ

・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
等
。

私
は
１
９
５
６
年
、
ワ
シ
ン
ト
ン
ハ

イ
ツ
に
配
属
さ
れ
窓
口
業
務
の
仕
事
を

し
て
い
ま
し
た
。
当
時
の
為
替
レ
ー
ト

は
、
１
ド
ル
３
６
０
円
で
固
定
相
場
で

し
た
が
、
現
在
は
変
動
制
相
場
で
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
見
る
書
類
全
て
が
英
語

で
、
漢
字
は

一
つ
も
あ
り
ま
せ
ん
。
英

語
を
読
ん
で
日
本
語
に
訳
し
、
書
く
、
会

話
と
要
求
さ
れ
ま
す
。
輸
出

・
輸
入
の

仕
事
で
す
と
ス
ペ
イ
ン
語
も
入
る
事
が

あ
り
ま
す
。

銀
行
は
５
時
に
仕
事
が
終
わ
り
ま
す

の
で
、
日
自
の
ロ
ゴ
ス
英
会
話
学
校
に
入

り
、
初
級

・
中
級

・
上
級
と
進
み
、
勉
強

し
て
修
了
し
ま
し
た
。
銀
行
に
修
了
証

を
提
出
し
、
授
業
料
は
全
額
支
払

っ
て

も
ら
い
ま
し
た
が
、
修
了
し
な
い
場
合

は
全
額
自
己
負
担
と
な
る
の
で
す
。

軍
用
銀
行
の
業
務
内
容
に
つ
い
て
説

明
し
ま
し
ょ
う
。

本
国
ド
ル
・
軍
票

・
円
と
３
種
類
の
通

貨
を
取
り
扱

い
ま
す
。
軍
票
は
本
国
ド

ル
と
同
じ
で
軍
人
さ
ん
の
給
料
と
し
て

支
払
わ
れ
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
と
朝
鮮
戦

争
の
と
き
に
使
用
さ
れ
た
と
思
わ
れ
ま

す
。
当
座
預
金

立
曰
通
預
金

・
小
切
手
の

発
行
と
現
金
化
、
ド
ル
を
円
に
、
円
を

ド
ル
と
交
換
、
電
報
送
金
等
、
私
は
キ

ャ
ン
プ

・
ド
ー
レ
ク
で
窓
口
業
務
を
し

て
い
ま
し
た
。

あ
る
と
き
、
私
の
窓
口
に
ひ
と
り
の

軍
人
が
見
え
て
５
ド
ル
紙
幣
を
出
し
、

円
と
交
換
し
て
下
さ
い
と
の
事
、　
一
寸

待

っ
て
ほ
し
い
と
話
し
、
紙
幣
に
触
れ

た
ら
直
感
で
偽
ド
ル
と
判
断
、
Ｍ
Ｐ

（日
本
の
警
察
と
同
じ
）
に
電
話
で
連
絡
、

Ｍ
Ｐ
が
私
の
窓
口
に
来
た
の
で
説
明
し
、

軍
人
は
連
行
さ
れ
ま
し
た
。
後
に
偽
ド

ル
で
あ
る
事
が
確
認
さ
れ
、
銀
行
の
総

支
配
人
よ
り
表
彰
状
と
感
謝
状
、
手
紙

と
記
念
品
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

私
は
軍
用
銀
行
で
現
金
出
納
課
に
１７

年
間
、
東
京
支
店
で
２３
年
間
働
き
ま
し

た
。
勤
続
４０
年
で
す
。

当
時
の
日
本
は
外
貨
不
足
で
困

っ
て

い
ま
し
た
が
、
そ
の
時
、
日
本
政
府
に

３
億
ド
ル
、
ア
メ
リ
カ
の
三
大
銀
行
の

シ
テ
イ
銀
行
、
チ
ェ
ー
ス
・
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
銀
行
、
ア
メ
リ
カ
銀
行
で
貸
し
付
け

を
し
ま
し
た
。
輸
出

・
輸
入
の
決
済
は

９０
％
が
ド
ル
で
決
済
さ
れ
、
円
建
て
を

含
め
他
通
貨
の
決
済
は
５
％
～
１０
％
で

す
。当

時
、
当
行
の
頭
取
で
あ
り
会
長
で

よ
〓
の
っ
た
デ
ビ

ッ
ト

・
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ

ー
に
つ
い
て

一
寸
話
し
ま
し
ょ
う
。

ロ
ツ
ク
フ
ェ
ラ
ー

・
セ
ン
タ
ー
に
は

銀
行
も
置
か
れ
、
Ｘ
マ
ス
ツ
リ
ー
で
も

有
名
に
な

っ
て
い
ま
す
。
ロ
ッ
ク
フ
ェ

ラ
ー
財
団
は
全
世
界
に
援
助
の
手
を
広

げ
て
い
ま
す
が
、
野
口
英
世
先
生

（医
学

博
士
）
も
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
に
所

属
し
、
医
療
の
研
究
を
さ
れ
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
は

世
界
中
の
財
閥
で
、
ビ
ジ
ネ
ス
で
も
自

家
用
機
で
世
界
中
を
か
け
め
ぐ

っ
て
い

ま
す
が
、
東
京
支
店
に
も
姿
を
見
せ
、

私
は
２
分
程
の
会
話
を
致
し
ま
し
た
。

京
支
店
で
の
仕
事
の
内
容
を

一
寸

説
明
し
ま
し
ょ
う
。

銀
行
業
務
は
日
本
の
銀
行
と
同
じ
で

す
が
、
当
行
は
共
産
国
家
を
除
い
て
世

界
中
に
支
店
を
持

っ
て
い
ま
す
。

コ
ル
レ
ス
契
約
も
銀
行
と
結
び
、
日

本
の
銀
行
よ
り
早
く
決
裁
さ
れ
ま
す
。

送
金
も
、
輸
出

・輸
入
の
決
済
に
つ
い
て

も
同
様
で
す
。
日
本
の
銀
行
の
場
合
は

海
外
に
支
店
が
少
な
く
、
コ
ル
レ
ス
銀

行
も
少
な
い
た
め
、
ど
う
し
て
も
決
裁

に
時
間
が
か
か
り
ま
す
が
、
当
行
は
業

種
別
に
分
け
て
信
用
調
査
を
行

っ
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
自
動
車

・
石
油

・
電
機

・
繊

維

・飲
料
等
。
信
用
調
査
で
Ｏ
Ｋ
が
出
ま

す
と
、
貸
付
部

（
ロ
ー
ン
）
で
貸
付
が
実

行
さ
れ
ま
す
。　
一
回
の
貸
付
額
は
何
百

万
ド
ル
と
な
り
ま
す
。

外
資
企
業
と
日
本
企
業
の
違
い
を

一

寸
触
れ
ま
し
ょ
う
。

日
本
の
企
業
の
場
合
は
、
こ
れ
か
ら

成
長
す
る
会
社
に
は
銀
行
は
資
金
を
貸

し
出
し
、
安
定
し
た
企
業
は
メ
イ
ン
バ

ン
ク
と
し
て
取
引
が
続
き
収
益
も
上
が

り
ま
す
。

外
資
系
の
銀
行
は
こ
れ
か
ら
成
長
す

る
企
業
に
は
絶
対
に
貸
付
は
し
ま
せ
ん
。

ア
メ
リ
カ
の
シ
ス
テ
ム
を
日
本
で
も
行

お
う
と
す
る
か
ら
無
理
な
件
も
出
て
き

ま
す
。
私
は
総
支
配
人
に
話
し
ま
し
た
。

「こ
こ
は
日
本
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は

な
い
の
で
、
日
本
に
合

っ
た
営
業
を
す

る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
」
「浅
野
の
云

っ

て
い
る
こ
と
は
理
解
は
で
き
る
が
、
本

店
の
指
示
で
あ
る
」

日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
習
慣
に
つ
い
て

話
し
ま
し
ょ
う
。

例
え
ば
ア
メ
リ
カ
の
場
合
は
、
小
さ

な
子
供
が
転
倒
し
た
時
、
親
は
絶
対
に

手
を
出
し
ま
せ
ん
。
子
供
が
ひ
と
り
で

立

つ
の
を
待
ち
ま
す
。
日
本
の
場
合
は

ど
う
で
し
ょ
う
。
直
ち
に
手
を
貸
す
で

し
ょ
う
。
こ
れ
が
、
ほ
ん
の

一
例
で
す
。

日
本
企
業
の
場
合
の
上
司
関
係
に
つ

い
て
話
し
ま
し
ょ
う
。

社
員

・
係
長

・
課
長

・
部
長

・
社
長
と

あ
り
ま
す
が
、
例
え
ば
仕
事
が
終
わ
り
、

帰
り
に

一
杯

の
お
酒
を
飲
む
時
に
も

「課
長
！
」
「部
長
―
」
と
云

っ
て
お
酒

を
飲
み
ま
す
。
外
資
系
企
業
の
場
合
で

は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
例
え
当
行
の
総

支
配
人
で
あ
ろ
う
と
Ｍ
Ｒ
、
Ｍ
Ｒ
Ｓ
、
Ｍ

Ｉ
Ｓ
Ｓ
で
話
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

仕
事
中
で
も
、
オ
フ
ィ
ス
を
出
た
ら

役
職
名
は
絶
対
に
使
い
ま
せ
ん
。
日
本

の
企
業
の
場
合
、
夏
に
は
中
元
、
暮
に

は
お
歳
暮
と
届
け
物
を
し
て
い
る
様
で

す
が
、
外
資
企
業
に
於
い
て
は
全
然
関

係
が
な
い
よ
う
で
す
。

私
の
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
を
お
知
ら
せ

致
し
ま
し
ょ
う
。

私
は
平
成
７
年
の
９
月
で
定
年
退
職

致
し
ま
し
た
が
、
そ
の
時
に
男
性
の
学

生
ア
ル
バ
イ
ト
が
５
名
い
ま
し
た
。
そ

の
内
の
ひ
と
り
武
田
君
が
、
平
成
２０
年

４

月

１

日

よ

り

Ｎ

Ｈ

Ｋ

午

後

７

時

の

ニ

ュ
ー
ス
担
当

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
な
り
驚

き
ま
し
た
。
当
時
、
武
田
君
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ

に
就
職
が
決
ま

っ
て
い
る
と
話
し
て
お

り
ま
し
た
。

私
も
定
年
退
職
し
て
１３
年
に
な
り
ま

す
が
、
武
田
君
も
入
局
し
て
１３
年
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
顔
と
な
る
の
に
十
数
年
か
か

っ

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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故
郷

（ふ
る
さ
と
）
は
遠
く
に
あ
り
て

想
う
も
の
…
…
と
、
よ
く
言
わ
れ
ま
す

が
、
新
幹
線
や
高
速
道
路
の
時
代
に
な

っ
て
も
、
ま
た
、
距
離
の
遠
近
に
係
わ

ら
ず
、
故
郷
は
掛
け
替
え
の
な
い
故
郷

な
ん
で
す
ね
。

一
方
、
外
国
の
有
名
観
光
地
な
ど
を

あ
ち
こ
ち
見
て
来
た
と
言
い
な
が
ら
、

国
内
や
同
郷
の
す
ば
ら
し
い
歴
史
や
文

化
、
自
然
な
ど
を
ス
ポ
イ
ル
し
て
い
る

「灯
台
下
暗
し
派
」
も
少
な
く
な
い
昨
今

で
す
。
そ
れ
で
、
私
達
を
育
ん
で
く
れ
た
故

郷

。
大
崎
地
方
に
目
を
向
け
て
み
ま
す

と
、
恵
ま
れ
た
歴
史
、
文
化
、

自
然
、
環
境
、
人
文
な
ど
が
ど

の
程
度
、
親
し
く
見
聞

・
修
得

さ
れ

「故
郷
力
」
と
な

っ
て
生

か
さ
れ
て
い
る
の
か
な
、
と
の

思
い
に
駆
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
と
言

っ
た
こ
と
で
、
市
町
村

合
併
な
ど
で
変
ぼ
う
進
化
し
て

い
る
様
子
な
ど
も
含
め
、
①
故

郷

・
大
崎
圏
域
の
探
訪

・
学
習

と
、
②
同
窓
会
員
の
親
睦

・
交

流
を
主
た
る
目
的
に
古
高
同
窓

城
跡
と
有
備
館

（国
史
跡

。
国
指
定
名

勝
）
―
鳴
子
温
泉

・
奥
の
細
道
と
尿
前
の

関
跡

・
鳴
子
峡
―
鳴
子
ダ
ム
ー
鬼
首
高

原

・
間
け
つ
泉
な
ど
↓
古
川
駅
解
散
。

そ
の
二

「
吉
野
作
造
と
黄
金
山
産
金

コ
ー
ス
」

古
川
駅
―
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
吉
野

作
造
記
念
館
■
上宮
沢
遺
跡

（国
史
跡
）
と

化
女
沼
―
千
葉
周
作
の
斗
堂
神
社
―
ラ

ム
サ
ー
ル
条
約
の
伊
豆
沼
―
水
鳥
群
来

の
蕪
栗
沼
と
加
護
坊
山

（標
高
２
２
４
メ

ー
ト
と

‐■
墓
缶
山

（２
３
２
メ
ー
ト
と

と

箆
峯
寺
―
天
平
の
産
金
遺
跡

（国
史
跡
）

と
黄
金
山
神
社
―
涌
谷
城
な
ど
。

Ｉ

Ｊ一
ね

健

ア
す
ツ
で
訪
う
協

探
そ

Ｆ

置
前
瞥

る

ど

２４

ふ

な

昭

Ｆ
Ｉ

会

（本
部
）
・
在
仙
古
高
同
窓
会

・
在
京

古
高
同
窓
会
三
者
の
共
同
企
画
に
よ
る

「
ふ
る
さ
と
探
訪
ツ
ア
ー
」
な
ど
ど
う
で

し
ょ
う
か
ね
。

た
た
き
台
と
し
て
想
定
粗
案
を
記
し

て
み
ま
す
と
、

そ
の

一

「
母
な
る
荒
雄

。
江
合
川
水

系
コ
ー
ス
」

Ｊ
Ｒ
古
川
駅
に
集
合
―
古
高
表
敬
―
稲

改
良
の
最
前
線
宮
城
県
古
川
農
事
試
験

場
―
古
代
の
名
生
官
衛
跡

（国
史
跡
＝

目
指
定
史
跡
）
と
中
世
の
大
崎
氏
城
跡
―

県
畜
産
試
験
場
―
伊
達
政
宗
の
岩
出
山

そ
の
三

「
薬
莱
山
と
鳴
瀬
川
水

系

コ
ー
ス
」

古
川
駅
―
薬
莱
山
登
山

（標
高
５

５
３
メ
ー
ト
と

―
加
美
町
の
バ
ッ

ハ
ホ
ー
ル
と
鮎
の
里
―
色
麻
の
古

墳
群

。
今
は
昔
の
王
城
寺
原
―
三

本
木
の
山
畑
穴
古
墳

・
亜
炭
博
物

館
―
松
山
城
跡
と

一
ノ
蔵
酒
蔵
―

品
井
沼
干
拓
と
草
軽
村
長
な
ど
。

そ
れ
ぞ
れ
盛
沢
山
の
コ
ー
ス
案

で
す
が
、
こ
の
企
画
案
は
同
窓
会
本

部

・
在
仙

・
在
京
の
三
者
が
共
同
で
企

画
し
、
協
力
し
て
作
業
を
進
め
、
広
く

会
員
サ
ー
ビ
ス
に
資
そ
う
と
す
る
も
の

で
す
か
ら
、
ま
ず
も

っ
て
三
者
の
会
長

な
り
担
当
役
員
な
り
で
合
意
を
得
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
上
で
、
地
元
で
あ
る
同
窓
会
本

部
を
中
心
に
具
体
案
を
話
し
合

っ
て
ま

と
め
、
会
員
各
位
の
賛
同
を
得
て
、
楽

し
く
実
施
さ
れ
え
た
な
ら
ば
と
思
う
次

第
で
す
。

一
つ
の
提
案
で
す
。
ご
検
討
の
ほ
ど

を
―
―
。　
　
　
　
　
　
　
　
）

T昇霧科
院長 医学博士

長 井 弘 策

1警熙黒 霙贔長|
T989-6154
大崎市古川三 日町1-3-25
TEL 0229(91)1020

httpよヽ ww cty osaki miyagijp/

v趣 味三昧
特定非営利活動法人

日本 刀剣 保存〈ム
　
の
臨
耳

狩
宮理 事 長 じ「円

僻

ひ
自
（ S34

〒142-0053東 京者

`品

川区中延3-13-17
TEL・ FAX 03-3782-5326

佐 藤
(S40年卒

中小企業診断士・Iso審査

KGK睡 |

啓 三
中新田)
員・エネルギー管理士

(品質・環境)・ 技術。経営
コンサルティング・グループ
株式会社 経営技術機構 所属

〒105 東京都港区虎ノ門5-3-20仙 石山アネックスビル1階
~0001 TEL 03-5425-2491  FAX 03-5425-2492

自宅 〒2410004横 浜市 旭 区 中 白根 2-2219
携帯 090-1438-9132E‐ m」I FZN04730@ni■ y ncip

●旅の安売りは危険、安心安全が第一そ
して旅から多くを学ぶこと
●机上の安売リプランではなく、足であるいた
経験のプランを提供
●メこは旅のようなものであり、旅もまた人生
のようなものである

めな.たの夢オ1実現するための|お手奮レ)
中鉢 泰平 (昭和37年卒)
1宮城県玉造郡鳴子剛 ‖濃村黒崎出身、剖 ‖高等学校 (野球部)卒業後、京都の大学靱 晦 所属

2大学卒業後東急航空 (現東急観光)時代から国内・国際社会を舞台に現在まで世界旅行業界歴40年間

3詩にすぐれた世界の教育・医療・福祉をふくむ各業界の専門分野の視察・研修を手がけ情報を提供し、みずから添乗も行つてきた。世界文化遺産
からその国々の観光から悧験学習などの国際交流、学会など大か国語睦駆使し、あらゆる国々をめ0り、添乗υ7-コレグクター)回如 回薇 る
4長年の旅の出会いにより、日本全国に親愛な顧客を持ち、世界各国に多くの友人知人を持つている

5派を通じ国内世界を間わず、人との出会いを大切に思もヽ 現会社を設立し、代表取締役社長を勤める

6日本イタリア連絡協議会理事。在京鳴子町人会代表・在京宮城ふるさと協議会常任理事・みやぎの夢クラブ常任理事・(財 )日本さくらの会会員や

ふるさと小・中高同窓会幹事及び大学同窓会役員を務める

株式会社インターナショナルヒューマン トラベル TとΥ∬::歴二乳げ蹴署ξfξ::::::81
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平成19年度会費納入状況一覧 (平成1咋 4月 1日～平成2眸 3月 31日 )

同窓会活動の財源としての会費を、皆さまにご協力いただきありがとうございました。

平成19年度の年会費を納入された方々のご芳名をll・Lして、お礼に替えさせていただきます。

平成19年度の納付書で本年4月 1日以降に納入された方は、平成20年度の会費として会計処理させていただいておりますのでご了承下さい

卒年 名氏

７

９

１４

・６

‐７

‐８

・９

２０

２２

２３

２４

２５

２６

昭

昭

昭

昭

昭

昭

昭

昭

昭

昭

昭

昭

昭

刀
ロ

刀
ロ

日召33

略
　
略
略
　
略
脚
順
胞
略
胞
略
略
町
略
脚
順
胞
略
胞
略
胞
胞
鞠
鴇

杉下知兵衛

伊藤 守治
岩城 有信 佐藤 裕郎  中澤  廣
飯川 昌男 今野 栄喜  高橋 二郎  福島 光男
宍戸  衛
大家 吉夫  加藤  茂  豊嶋 私三 渡辺 三男
青沼 康男
安倍善次郎 青沼 瑞夫 熊谷 虎夫  後藤 雅久  佐々木属治  高橋 昭典  照井 重雄  日野 次朗  前田浩五朗  横山 榮治
大曽根良衛  大場 孝夫  倉澤健治郎  鈴木 昌男  松本 慶蔵  諸岡 久男  Fl馬 秀夫 結城 雅巳
佐藤 浩朗  鈴木 大吉 半田 慶男 遊佐 俊夫
我孫子静夫  門脇  健  今野  敏  齋藤  馨 齋藤  弘 早坂 揆男 三浦 澄能
荒井  隆  伊藤 隆俊  及森善次郎  岸  勝也  工藤英三郎  鈴木一太郎  袖井林二郎  中川 精二
相沢 清記 生亀  弘  遠藤  惇  大場  廣  岡本  昭 鈴木 桂吾  鈴木 俊男  角田 啓輔  平  博明 森 富五郎
谷地森 税
相澤  清  跡部 太一 天野 仁二  石森 一造 岩渕  弘 氏家 明朗  遠藤 安郎  大場 恒明 大内 史彦  大内  健
太田  徹  木村 偉夫 佐澤 正剛 佐藤 清勝  斉藤林寿郎 菅井  一 菅原 峯雄  高橋喜三夫 種村 雄―  中森  高
春田 絃輔
加藤 源治 金子  康  小元 広悦  佐々木修規  高橋 範志  中川 裕雄  中條 恒彦  早坂 明久  久光  栄  山田 四郎
渡邊 道雄
相沢 善徳 岩渕 瑞穂  小野 賢次  尾梶 健寿  大沼  悟 近江 誠一  岡崎  博 金原 章郎 金村  茂  菊地  務
佐々木 仁 佐藤 郁郎 佐藤 興市  佐藤  茂  佐藤  廣  関  信良 関口 克巳 高橋 清亮  高橋  温  高橋 勇悦
豊田 哲夫  中島 五郎  長浦  綱  野田 勤次  早坂 清吉  福冨 啓祐  三浦 憲一  峯村 芳彦  人尋 恭平 湯本 良師
相原  相  浅野 和夫 岩城 光I●・  尾崎 光彦  荻原 睦男 門脇喜代志  門脇 敏明 岸  孝仙  岸  康男 木村 哲爾
京極 恒由 小松 伍郎 児玉 律実  佐々木英三  佐々木清七 佐々木 豊 佐藤 忠良 佐藤 輝久 佐藤 寿哉 佐藤  久
鈴鴨 貞清 諏訪 政志  菅原 利吉  瀬戸 順悦  曽根 研一 高橋 敏昭 高橋  廣 都築  件 塚田 容三  中澤 丙伍
中村  惇  三階堂幸雄  平野  武  三塚 正志  師山 政夫 横山  武  和田 勝義  渡辺 吉郎
相澤 昭男 浅野  清  浅野 平男 浅野 森男 生亀  功  石川 勝夫 伊藤 公男  大石 隆一 奥村 信良 木村 智明
熊谷 正俊  今野  仁  佐々木 寛  松谷 嘉男 森  茂樹  森谷 文彦
相澤 菊男 相澤 賢郎 遠藤 康光  大森 英樹  大久保 通  片谷 捷伍  木戸 秀彦  今野 順隆  佐々木勝也  佐々木悟郎
佐藤 公哉 佐藤 満行  下屋  勝  竹谷 靖夫  長沼 三郎  野田 利美  沼倉 和雄  原  清三  門間 俊二
大友 正行 大山 隆志 今野  聡 佐々木光一路 佐藤  厚  菅原 富男 鈴木 節夫  鈴木 将夫  鈴木 宥治  高橋 俊裕
寺澤壮一郎 成田 良元 野村 高義  早坂 英郎 福原 喬夫 藤本 幸昭 森谷 拓夫  山本 道也  結城 睦夫 渡邊 紘也
青沼 行雄  浅野 直樹  石井 茂孝  出雲 義朗  片平 光昭 斎藤 京一  宍戸 志智  都築 光彦  宮野 貞司 村上 金吾
阿部 信雄 伊藤 勝利  岩崎 光任 宇佐美 潔  内田 牌夫 梅沢 和男 遠藤 文雄  及川  洋  大澤 邦敏  大沼 直紀
黒岩 弘一 今野 正弘  佐々木恭二 佐々木武磨  佐々木庸二 渋谷 道男  鈴木 喜昭  中鉢 育玄 細谷 俊夫  我妻 一美
阿部  浩  江崎  肇 大曽根秀憲  大益  弘  菅野 俊次  工藤  理  児玉 隆行  齊藤 武夫  宍戸 俊一  菅泉  徹
鈴木  幹  高橋 幸裕  中鉢 国昭 長井  清  枡澤  敬  松崎 仁也  水上 武彦  吉田 二郎
阿部  孝 杉野 邦熙 高橋  馨  高橋 国夫  千坂 孝夫  中鉢 泰平
阿部 重人 大曽根 昇  大場 和男 菅野 英俊  今野 丈夫  佐々木恭次  残間 忠夫 菅原 清春  高橋 忠世  中井 洋一
二郷 文俊  宮本 信夫  渡辺 将郎
石堂 達夫  上野 正司 小野 雅弘  笹原 誠一  渋谷 栄男 菅原  静  細野 利行
浅野 仁也 工藤 邦保 佐藤 啓三 佐藤 美輝 武田 俊夫
遠藤  賢 菅野 静義  菊地  務 今野 忠雄  佐々木宗賃  高橋 秀之  藤吉 和史  八木 正志  横山 寛孝  渡辺 幸之
木村 智則 佐々木昭美 浜田  泉
佐々木 博
青沼 文昭 木村 久一
荒川 忠一 内田 和博 小畑 伸一 鬼沢 惧一 角張 信隆 佐々本 質 佐藤  賃 藤井 茂樹 茂庭  進
加藤  伸 笠間 邦彦  高橋  淳
相澤  司
岡崎 俊哉
赤沼  潔 早坂 明彦
姉歯 公也  菅原 博之  早坂 時男 道家 篤夫
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鰊
颯
掏
心

●
老
い
て
増
々
さ
か
ん
な
、
と
ぃ
ぅ
と
こ
ろ
で

す
か
、
同
総
会
誌
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま

す
ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｓ
‐４
佐
藤
裕
郎
）

●
今
月

（四
〇
号
）
の
蛍
雪
、
見
ご
た
え
が
あ
り

ま
し
た
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（Ｓ
２０
高
橋
昭
典
）

●
（財
漸
円台
育
英
会
は
昨
年
二
月
末
解
散
し
ま

し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
勤
め
た
十
有
余
年

の
理
事
取
職
か
ら
解
放
さ
れ
ま
し
た
。

（Ｓ
２。
日
野
次
朗
）

●
在
仙
会
長
高
橋
勝
夫
君
と
同
期
で
す
。
宣
し

（Ｓ
２３
沼
津
市
日
新
亭
代
表
取
締
役
佐
藤
浩
朗
）

●
二
十
年
ぶ
り
に
、
本
を
書
き
ま
し
た
ｃ

（Ｓ
２５
袖
井
林
二
郎
）

●
う
た
ご
え
、
散
歩
に
加
ぇ
て
、
社
交
ダ
ン
ス

の
練
習
を
始
め
ま
し
た
。
小
生
に
と
つ
て
は
、

か
な
り
む
ず
か
し
い
で
す
。
（Ｓ
２７
斉
藤
林
寿
郎
）

●
毎
週
土
曜
日
は
、
外
国
人
相
手
に
日
本
語
を

教
え
る
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
を
行
っ
て
お
り

ま
す
ｃ
彼
ら
の
ま
じ
め
な
勉
強
と
笑
顔
を
見

る
と
休
め
ま
せ
ん
。
　

　

（Ｓ
２７
菅
原
峯
雄
）

●
昨
年
は
、
口
ンヽ
ド
ン

パ
リ
．
ロ
ー
マ
を
観
光

し
ま
し
た
。
今
年
は
、
ス
ィ
ス
（ァ
ル
プ
ス
）

旅
行
し
た
い
と
思
っ
て
ま
す
っ
今
の
と
こ
ろ

心
身
と
も
に
健
令
で
す
。

（Ｓ
２８
加
美
電
子
工
業
中
早
坂
明
久
）

．
な．ヒ
叶
」
慌
崚
級
卿
ｒ
↑
粥
″
炒
申
″
催
鳩
¨

あ
る
う
ち
に
？
　
　
　
　
（Ｓ
２９
菊
地
　
務
）

●
市
町
村
統
合
で
旧
町
名
な
ど
が
主
か
ら
従
に

変
わ
り
、
長
年
慣
れ
親
し
ん
だ
呼
称
が
遠
の

い
て
し
ま
い
淋
し
い
か
ぎ
り
。
世
の
流
れ
と

い
え
ば
そ
れ
ま
で
だ
が
役
所

一
辺
倒
で
な
く

民
意
を
計
っ
て
か
ら
決
め
る
の
で
は
遅
す
ぎ

る
の
か
。
今
年
も
ま
た
昔
が
消
え
て
い
く
。

（Ｓ
２９
三
浦
憲

こ

●
ハ
ガ
キ
で
一
手
ず
つ
を
交
換
し
て
打
つ
郵
便

暮
に
入
っ
て
五
年
。
余
自
の
交
信
に
も
魅
力

を
感
じ
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
気
持
ち
で
囲
碁

と
親
し
ん
で
い
ま
す
。
会
員
は
五
五
０
人
位
。

１
頁
と
‐２
頁
を
カ
ラ
ー
に
し
た
Ａ
４
版
１２
頁

の
会
報

（年
四
回
発
行
）
の
編
集
を
担
当
し

て
一
年
半
に
な
り
ま
す
。

（Ｓ
３０
木
村
哲
弥
）

●
古
高
の
発
展
を
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

会
社
の
技
術
顧
問
と
し
て
ま
だ
少
々
社
会
と

係
り
を
も
っ
て
や
っ
て
お
り
ま
す
。

（Ｓ
３０
瀬
戸
順
悦
）

．叫杵年駅
炒嗽計晰れ̈
酔
掏帳猜承疏な

ル
バ
イ
ト
が
で
き
、
そ
の
合
間
に
ジ
ョ
イ
ン

ト
コ
ン
サ
ー
ト
の
た
め
女
声
合
唱
団
の
リ
コ

ー
ダ
伴
奏
役
で
チ
ェ
コ
と
ス
ロ
バ
キ
ァ
に
連

れ
て
行

っ
て
貰
え
た
か
ら
で
す
。
特
に
、
ス

ロ
バ
キ
ア
の
ト
ル
ナ
バ
の
教
会
で
は
、
細
長

く
高

い
建
物
の
音
響
効
果
は
素
晴
し
く
、
程

良

い
残
響
が
返

っ
て
来
て
、
と
て
も
気
持
ち

よ
く
演
奏
で
き
ま
し
た
こ
（Ｓ
３０
高
橋
　
広
）

●
平
成
十
九
年
末
に
人
分
か
ら
東
京
に
戻
―り
ま

し
た
。
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（Ｓ
３〇
三
塚
正
志
）

●
現
在
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
発
展
し
て
お

り
ま
す
タ
ー
ゲ
ッ
ト
　
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
（Ｔ
．
Ｂ
．

Ｇ
）
の
日
本
Ｔ
．
Ｂ

ｃ
滋
吻会
の
公
認
指
導
者
と

し
て
、
又
、
市
協
会
委
と
し
て
連
日
忙
し
い

日
々
を
送
っ
て
お
り
ま
す
。（Ｓ
３０
師
山
政
夫
）

●
足
、
腰
、
の
文
夫
な
時
に
色
々
な
会
に
出
席
し

た
い
と
思
っ
て
居
り
ま
す
。
在
京
古
高
同
窓

会
会
報
に
も
積
極
的
に
投
稿
し
た
い
と
考
え

て
居
り
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
の
習
慣
と
日
本
の

習
慣
の
違
い
ｃ
外
資
系
企
業
と
日
本
企
業
の

違
い
。
チ
ェ
ー
ス
銀
行
で
四
十
年
の
経
験
を

頁
の
許
す
限
り
入
行
か
ら
退
職
ま
で
、
投
稿

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
　

（Ｓ
３‐
浅
野
　
清
）

●
１

関
東
九
古
会
会
長
　
佐
藤
公
哉
君
の
突
然

の
逝
去
（十

一
月

一
日
）同
期
多
数
で
見
送
り
。

２
．同
右
十
月
同
期
、
古
希
を
祝
い
、
塩
原
温

泉
へ
、
十

一
名
参
加
。
　

（Ｓ
３２
佐
々
木
勝
也
）

●
大
崎
市
に
は
四
校
以
外
に
も
か
な
り
の
高
校

が
出
来
ま
し
た
。
輪
を
広
げ
た
ら
如
何
で
し

ょ
ぅ
か
。
　
　
　
　
（Ｓ
３３
佐
々
木
光

一
路
）

●
と
り
あ
え
ず
元
気
で
や
っ
て
ま
す
。
北
海
道

景
気
は
最
悪
で
す
。
有
効
求
人
倍
率
０

５

２
！
で
す
。
官
城
県
北
海
道
事
務
所
は
Ｈ
２０

年
末
閉
鎖
さ
れ
ま
す
。
ご
時
世
か
な
？

（Ｓ
３３
札
幌
パ
イ
ピ
ン
グ
森
谷
拓
夫
）

●
８２
年
以
来
ず
っ
と
世
界

一
の
生
産
量
を
誇
る

日
本
工
作
機
械
。
そ
ん
な
機
械
の
設
計
を
６２

年
以
来
延
々
と
続
け
て
い
ま
す
。
但
し
、
実

態
は
６８
歳
の
半
呆
け
徘
徊
老
人
で
昨
年
は
５

０
０
０
ｍ
余
、
歩
き
廻
り
ま
し
た
。

（Ｓ
３３
東
海
精
機
巾
顧
問
渡
邊
紘
也
）

●
官
僚
　
議
員
の
私
利
　
私
欲
に
寛
容
な
国
民

は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
に
置
い
て
行
か
れ
る

だ
け
の
国
、
改
革
疲
れ
を
口
実
に
沈
み
つ
つ

あ
る
国
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
皆
様
の

御
健
勝
を
願
い
ま
す
。
「人
の
心
と
降
る
雪
は

積
も
る
に
つ
れ
て
道
を
失
う
」
古
人
歌

（Ｓ
３４
青
沼
行
雄
）

●
学
長
に
再
選
さ
れ
二
期
目
を
務
め
て
お
り
ま

す
。
つ
く
ば
エ
キ
ス
プ
レ
ス
で
秋
葉
原
か
ら

四
十
五
分
の
近
さ
に
な
り
ま
し
た
。
大
学
を

お
訪
ね
く
だ
さ
い
。
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

（Ｓ
ｂ
回
立
大
学
法
人
筑
波
技
術
大
学
大
沼
直
紀
）

●
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
派
遣
で
、
平
成
２０
年
４
月
か
ら

シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
で
二
年
間
、
コ
ス
タ

リ
カ

（中
央
ア
メ
リ
カ
）
で
勤
務
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
（Ｓ
ｂ
黒
岩
弘

一
）

●
京
成
グ
ル
ー
プ

一
筋
四
十
二
年
間
の
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
生
活
を
終
え
、
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
楽
し

ん
で
お
り
ま
す
。
今
後
共
よ
ろ
し
く
。

（Ｓ
３５
今
野
正
弘
）

●
佐
藤
公
哉
先
輩
と
、
同
期
の
佐
々
木
敦
君
の

訃
報
は
驚
き
ま
し
た
。
寂
し
い
限
り
で
す
。

（Ｓ
３５
菅
野
俊
次
）

●
９
／
１０
ヽ
財
団
法
人
中
東
協
カ
セ
ン
タ
ー
、

在
エ
ジ
プ
ト
ロ
本
大
使
館
の
要
請

全
一回
目
）

で
、
エ
ジ
プ
ト
の
カ
イ
ロ
に
行
っ
て
来
ま
し

た
。
四
日
間
の
現
地
食
品
企
業
へ
の
生
産
性

向
上
　
改
善
活
動
　
品
質
管
理
の
向
上
等
の

端
茄
毅
端
騨
蛯
鈴
ヽ
イ 、
タ
ル
″

・
し

，
一
ｋ
（

ド
リ
ア
等
、
観
光
も
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た

。
（ｍ
ト
キ
ノ
コ
ー
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
我
妻

一
美
）

●
東
京
都
還
暦
野
球
リ
ー
グ

一
部
で
活
動
中
で

す
。
　
　
　
　
（Ｓ
３６
若
葉
病
院
江
碕
　
肇
）

●
旧
古
高
が
男
女
共
学
に
成
っ
た
事
、
最
近
知

り
ま
し
た
。
時
代
も
変
っ
た
も
の
だ
と
つ
く

づ
く
感
じ
る
様
に
成
り
ま
し
た
。
自
分
は
毎

日
仲
間
の
人
達
と
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
楽
し
ん

で
居
ま
す
。
来
年
あ
た
り
合
同
新
年
会
に
参

加
希
望
し
ま
す
。
　
　
　
（Ｓ
３６
工
藤
　
理
）

●
仙
台
で
三
回
目
の
正
月
を
迎
え
よ
う
と
し
て

お
り
ま
す
。
始
め
違
和
感
の
あ
っ
た
夕
方
の

挨
拶

「お
晩
で
す
」
に
も
慣
れ
て
き
ま
し
た
。

冬
の
風
物
詩

「光
の
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
」
が
ス

タ
ー
ト
し
、
定
禅
寺
通
り
の
ケ
ヤ
キ
並
木
が

電
飾
で
煙
き
、
歓
声
が
上
が
っ
て
ま
す
。
又

折
々
古
川
に
行
き
同
級
生
と
交
流
を
楽
し
ん

で
お
り
ま
す
。
　
　
　
　
（Ｓ
３６
高
橋
幸
裕
）

●
ゴ
ル
フ
の
飛
距
離
も
酒
量
も
減
り
、
「何
ご
と

も
程
々
が
良
し
」
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
最
近
は
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ

・
ョ

ガ
教
室
に
通
い
、
体
調
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
努

め
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
（Ｓ
３６
長
井
　
清
）

●
千
葉
県
野
球
協
会
の
役
員

（常
任
理
事

総
務

担
当
）
を
し
て
い
る
為
、
土
日
に
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
が
集
中
し
、
思
う
よ
う
に
時
間
調

整
が
で
き
ま
せ
ん
。
い
つ
の
日
か

（同
窓
会

に
）
出
席
で
き
る
日
の
来
る
こ
と
を
望
み
な

が
ら
…
。
　
　
　
　
　
　
（Ｓ
３７
阿
部
　
孝
）

●
十

一
月
に
肩
を
手
術
し
、
今
リ
ハ
ビ
リ
に
て

週
二
回
の
通
院
を
し
て
お
り
ま
す
。
あ
と
二

ヽ
三
年
は
野
球
を
続
け
た
く
、
来
年
も
全
国

大
会
を
日
指
し
老
骨
に
ム
チ
打
ち
、
頑
張
る

所
存
で
す
。
　
　
　
　
　
（Ｓ
３７
宍
戸
照
男
）

●
蛍
雪
、
な
つ
か
し
く
拝
読
し
て
お
り
ま
す
。

皆
様
の
活
躍
を
目
に
す
る
た
び
に
勇
気
を
い

た
だ
き
、
青
春
の
一
コ
マ
を
思
い
出
し
頑
張

っ
て
お
り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
現
役
！

（Ｓ
３７
杉
野
邦
熙
）

●
平
成
十
九
年
十
月
よ
り
会
津
大
学
に
勤
務
す

る

こ
と

に

な

り

ま

し

た

。

（Ｓ
３８
会
津
大
学
浅
野
勝
吾
）

●
平
成
十
八
年
十

一
月
に
偶
然
右
腎
癌
が
発
見

さ
れ
、
平
成
十
九
年

一
月
に
摘
出
手
術
を
受

け
ま
し
た
。
転
移
も
無
く
、
術
後
の
再
発
も

な
く
非
常
に
幸
運
で
あ
っ
た
と
現
代
医
学
の

恩
恵
に
浴
し
た
こ
と
を
感
謝
し
て
い
ま
す
。

那
覇
検
疫
所
に
勤
務
し
て
五
年
目
に
入
り
ま

し
た
が
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
襲
来
は

益
々
近
づ
い
て
来
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
映

画
』
日ヽ
ぉ
『
ａ

の
よ
う
に
な
ら
な
い
よ
う

に
、
出
来
る
だ
け
の
対
策
を
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

（Ｓ
３８
厚
生
労
働
省
那
覇
検
疫
所
阿
部
重
人
）

●
今
は
年
金
を
戴
き
乍
ら
、
月
十
日
前
後
働
い

て
い
る
現
実
で
あ
る
。　
一
生
の
内
で
最
も
平

穏
な
日
々
を
送
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

仕
事
上
の
ス
ト
レ
ス
も
重
く
強
い
仕
事
上
の

責
任
も
そ
れ
程
感
じ
ず
、
唯
、
体
力
維
持
ヘ

の
努
力
が
不
足
し
て
い
る
と
感
じ
て
居
ま
す
。

（Ｓ
３８
今
野
丈
夫
）

●
毎
度
ご
案
内
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
定

年
後
、
バ
イ
ト
で
働
い
て
い
ま
す
ら
学
生
の

進
路
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
若
い
人
の
相
談

や
書
類
の
指
導
を
し
て
い
ま
す
。
今
回
は

（新
年
会
に
）
出
席
で
き
ま
せ
ん
が
、
次
回
は

ぜ
ひ
―
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

（Ｓ
３９
文
教
大
学
笹
原
誠

一
）

●
四
月
（十
九
年
）よ
り
民
間
か
ら
大
学
に
転
出
、

副
学
長
と
し
て
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
中
心
と
し

た
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

（Ｓ
４‐
八
戸
大
学
鈴
木
宏

一
）

●
幹
事
及
び
事
務
局
関
係
者
の
皆
様
、
大
変
お

世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
い
つ
も

「蛍
雪
」

を
楽
し
く
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

（Ｓ
４‐
動
物
衛
生
研
究
所
高
橋
秀
之
）

●
在
京
同
窓
会
の
会
合
で
は
、
先
輩
諸
氏
の
な

つ
か
し
い
話
を
聞
く
の
を
楽
し
み
に
し
て
お

り
ま
す
。

（Ｓ
４６
Ｎ
Ｅ
Ｃ
エ
レ
ク
ト
ロ
一ク
ス
巾
笠
問
邦
彦
）

●
四
月

一
日
付
で
岩
手
大
学
准
教
授
に
着
任
い

た
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
演
奏
活
動
、
吹

奏
楽
指
導
な
ど
は
ど
ん
ど
ん
や
っ
て
い
く
つ

も
り
で
す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
　
　
　
（Ｓ
５９
岩
手
大
学
　
牛
渡
克
之
）

佐
々
木
全
寿
氏

（昭
３
年
卒
）

平
成
１９
年
８
月
６
日

岩
崎
　
光
男
氏

（昭
２７
年
卒
）

平
成
１９
年
１２
月
１５
日

同
口
　

Ｒヽ
雄
民

（昭
３０
年
卒
）

平
成
１９
年
１
月
１２
日

友
源
　
睦
男
氏

（昭
３０
年
卒
＝
旧
姓
浅
野
）

平
成
２０
年
３
月
２８
日

萩
沢
　
法
雄
氏

（昭
３．
年
卒
＝
在
京
同
窓
会
幹
事
）

平
成
１９
年
８
月
２０
日

藤
源
　
　
弘
氏

（昭
４９
年
卒
）

平
成
１９
年
１０
月
２７
日

何
年
か
前
に
、
こ
の
調
子
で
会
員
の
減
少
傾

向
が
続
く
と
、
い
つ
ま
で
年
二
回
の
蛍
雪
発
行

を
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
試
算
し
た
こ
と
が

あ
っ
た
。
あ
と
十
年
程
度
で
年
二
回
発
行
が
難

し
く
な
る
と
い
う
試
算
だ
っ
た
。
こ
こ
ニ
ー
三

年
は
、
「次
国
以
降
不
要
」
と
の
連
絡
が
多
く
、

今
回
の
蛍
雪
発
送
数
は
遂
に
八
〇
〇
人
を
割
り

七
九
九
人
。
皆
様
、
会
費
の
納
入
を
よ
ろ
し
く
ｃ

私
事
で
は
あ
る
が
、
こ
の
春
の
母
校
の
卒
業

生
に
女
子
の
第

一
期
生
と
し
て
私
の
姪
が
含
ま

れ
て
い
た
。
彼
女
に
よ
れ
ば
、
女
子
は
優
秀
で

も
地
方
の
国
公
立
大
学
に
行
き
た
が
ら
ず
、
東

京
の
私
大
に
行
く
方
が
多
い
、
と
の
こ
と
だ
っ

た
。
地
方
の
国
公
立
大
学
は
女
子
に
と
っ
て
魅

力
が
な
い
ら
し
い
。
国
公
立
大
学
だ
か
ら
無
条

一
Ｌ

鰤
い
↑
つと
窮

錦

側
の
誓

ン

ｔ

日曜大工園芸用品卸 貸 ビル、貸マンシ∃ン業
株式会社 佐々木商事 代表取締役
株式会社アクアベンドジャパン 代表取締役副社長

佐々木 光一路 (昭ォロ33年卒)
〒144東 京都大田区南蒲田11-21 佐々木ビル
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'′導入から成果品まで専任スタッフがきめ細かく対応し,(ックアップいたします。

代表取締役会長 辱l 劫記 澤宇 吉  (昭和29年卒)
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